
て
、被
相
続
人
と
同
様
に
75
歳
未
満
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
他
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
問
題
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
し
た
が
、今
後
検
討
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

運
送
約
款
へ
の
変
更
に
つ
い
て

　

一
部
の
法
人
・
個
人
事
業
者
よ
り
申
請
さ
れ

て
い
た
、マ
ス
ク
着
用
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

内
容
の
運
送
約
款
へ
の
変
更
認
可
申
請
が
、11

月
４
日
付
け
で
行
政
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
と
し
て
申
請
書
様
式
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、変
更
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

内
容
は
、マ
ス
ク
未
着
用
者
の
乗
車
を
一
律

に
お
断
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、正
当
な
理
由

に
よ
り
着
用
で
き
な
い
旅
客
に
は
適
用
で
き
な

い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、運
転
者
の
み
な

ら
ず
当
該
利
用
者
、ま

た
、次
に
乗
車
さ
れ
る

利
用
者
の
感
染
防
止

対
策
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、丁
寧

な
説
明
に
よ
り
納
得

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
審
議
に

て
、決
議
事
項
は
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界
を
取
り
巻
く
情

勢
に
つ
い
て「
東
京
の
一
日
の
感
染
者
が
５
０
０

人
を
超
え
る
日
が
続
い
て
お
り
、収
束
す
る
ど

こ
ろ
か
、ま
す
ま
す
感
染
者
が
増
加
し
続
け
て

い
る
厳
し
い
状
況
で
す
。こ
れ
か
ら
も
感
染
に

十
分
気
を
付
け
て
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
の
後
、理
事
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

個
タ
ク
議
員
連
盟
総
会
に
つ
い
て

　

10
月
21
日
に
、第
10
回
個
人
タ
ク
シ
ー
を
応
援

す
る
議
員
連
盟
総
会
が
議
員
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら
の
要
望
を

５
つ
出
し
て
い
ま
す
。内
容
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
し
た
も
の
を
は
じ
め
以
下
の
通
り
で
す
。

◦
コ
ロ
ナ
禍
の
解
雇
に
よ
り
地
理
試
験
免
除
要

件
か
ら
外
れ
た
者
に
つ
い
て
、救
済
措
置
を

お
願
い
し
た
い
。

◦
定
年
制
が
適
用
さ
れ
な
い
者
に
つ
い
て
、期

限
更
新
の
審
査
を
厳
し
く
し
た
上
で
、75
歳

以
降
の
譲
渡
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦
定
年
制
の
あ
る
事
業
者
に
つ
い
て
、無
事
故

等
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
者
に
つ
い

て
は
、定
年
の
１
年
延
長
申
請
を
２
～
３
回

提
出
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦
死
亡
後
譲
渡
譲
受
の
要
件
の
う
ち
、60
日
以

内
の
申
請
期
限
を
１
２
０
日
以
内
に
緩
和

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦
死
亡
後
譲
渡
譲
受
の
譲
渡
人
の
要
件
に
つ
い

場
　
　
所

日
個
連
会
館

決
議
事
項

①
令
和
２
年
度
上
期
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報

告
承
認
の
件

②
健
康
管
理
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
件

③
会
員
の
処
分（
案
）承
認
の
件

④
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部　
　
　

代
議
員
一
部
変
更
の
件

⑤
令
和
３
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
開
催
中
止
の
件

⑥
運
転
免
許
返
納
者
割
引
ス
テ
ッ
カ
ー（
認
可

事
業
者
用
）貼
付
任
意
の
件

開
催
日
時

11
月
20
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

第
66
回
　
理
事
会
の
焦
点

都内個人タクシー現況（令和2年11月1日現在） 
許可事業者数  11,414名（前月比 −69名）

（特別区、武三11,020名  北多摩149名  南多摩245名）

傘下事業者数  11,108名（前月比 −47名）
（特別区、武三10,715名  北多摩147名  南多摩246名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

議
連
総
会
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
要
望
を
提
出

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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東
個
協
・
荒
川
支
部　

工
藤
輝
雄
さ
ん

　

日
頃
か
ら
、ス
ピ

ー
ド
を
抑
え
て
車

間
距
離
を
と
る
よ

う
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
が
、特
に
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
、歩
行
者
や
自
転
車
等
に
注
意
し
て
運
転
を

し
て
い
ま
す
。こ
の
受
賞
は
、周
り
の
皆
様
の

助
言
と
支
部
事
務
局
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
後
も
よ
り
一
層
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、お
客
様
へ
の
接
客
の
心
を
大
切
に
営

業
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
営
協
・
東
友
支
部　

木
村
光
良
さ
ん

　
法
人
歴
は
12
年
、

個
人
に
な
っ
て
29

年
に
な
り
ま
す
。

お
客
様
へ
の
挨
拶

は
必
ず
丁
寧
に
行
い
、運
転
で
は
焦
ら
ず
、無

受
賞
者
の

声

理
を
し
な
い
よ
う
に
と
日
々
業
務
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、こ
う
し
て
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞

き
、う
れ
し
い
気
持
ち
と
責
任
重
大
だ
と
気
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
厳
し
い
状
況
で
す
が
、健
康
と
安
全
を
第

一
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

受
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）

・
工
藤
輝
雄
（
東
個
協
・
荒
川
支
部
）

・
土
田
省
三
（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

・
佐
藤
英
良
（
東
個
協
・
練
馬
支
部
）

・
阪
本　

昇
（
東
個
協
・
練
馬
支
部
）

・
大
川
陽
一
（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

・
中
川
秋
良
（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

・
大
森
正
史
（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

・
古
澤
和
行
（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

・
髙
橋
勝
則
（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

・
親
川　

進
（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

・
藤
山
哲
男
（
都
営
協
・
板
橋
支
部
）

・
木
村
光
良
（
都
営
協
・
東
友
支
部
）

・
佐
藤
晴
夫
（
多
摩
個
連
・
東
日
本
協
組
）

・
柳
澤
之
男
（
多
摩
個
連
・
東
日
本
協
組
）

贈
ら
れ
た
賞
状
（
工
藤
輝
雄
氏
）

関 

東 

運 

輸 

局 

長 

表 

彰

令
和
２
年
度

　

10
月
28
日（
水
）に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
関
東
運
輸
局 

自
動
車
運
送
事
業
運
転
者
表
彰
式
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、長
年
に
わ
た
り
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
と
し
て
優
れ
た
運
転
技
術
に
よ
り
日
々
業
務
に
精
励
さ
れ
、責
任
事

故
や
交
通
違
反
が
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、提
供
す
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
お
い
て
も
、極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。今
年
度
の
表
彰
者
14
名
は
、表
彰
状
と
記
念
品
の
送
付
を
も
っ
て
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

感
謝
の
手
紙

  

都
営
協
・
新
中
野
支
部

佐
藤
　
喜
三
夫
さ
ん
へ
の

感
謝
の
言
葉

　

急
用
の
仕
事
が
入
り
急
い
で
い
た
た

め
、佐
藤
さ
ん
の
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
日

本
橋
で
電
車
に
乗
り
換
え
る
つ
も
り
で

「
急
ぎ
で
日
本
橋
ま
で
」と
お
願
い
し
ま
し

た
。車
中
で
最
終
目
的
地
を
虎
ノ
門
だ
と

お
話
し
す
る
と
、「
日
本
橋
ま
で
普
通
の
道

路
で
行
く
よ
り
も
高
速
で
虎
ノ
門
へ
行
く

方
が
早
く
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」と

提
案
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
状
況
を
考
え
て
、臨
機
応
変

に
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、無
事
に
仕
事
に

間
に
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
す
が

プ
ロ
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。本
当
に
大

変
助
か
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
「
よ
か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

が
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
未
来
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
心
構
え
で
、個
人
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
様
を
こ
れ

か
ら
も
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報令和2年12月号 第557号　⑵



隅
田
川

清
澄
通
り

清
澄
通
り

首
都
高
速
６
号
向
島
線

首
都
高
速
６
号
向
島
線

旧安田庭園旧安田庭園

ザ・ゲートホテル両国

両国国技館

西口西口

東口東口

両国駅両国駅

江戸東京博物館

総武本線

横網町公園

■会員の処分等に関する規則に基づく処分状況	
会員 団体名 氏名 発生日 対象行為 処分内容

東個協 品川第二支部 Ｍ・Ｋ R2.10.1 優良タクシー乗り場不正入構 過怠金7万円

東個協 新宿支部 Ｙ・Ｔ R2.10.2 優良タクシー乗り場不正入構 過怠金7万円

都営協 双和支部 Ｋ・Ｋ R2.10.20 優良タクシー乗り場不正入構 過怠金7万円

氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

須
賀 

浩	

（
東
個
協・板
橋
第
一）	

50	

不
明

北
田 

祐
介	

（
東
個
協・杉
並
）	

39	

不
明

赤
沼 

多
助	

（
東
個
協・世
田
谷
第
三
）	69	

虚
血
性
心
疾
患

笛
木 

忠
吉	

（
都
営
協・城
東
）	

67	

肝
炎

山
田 

博
志	

（
都
営
協・城
北
）	

64	

出
血
性
シ
ョッ
ク

池
田 

一
成	

（
都
営
協・城
北
）	

60	

虚
血
性
心
疾
患

佐
々
木 

紋
三
郎	（
都
営
協・新
東
京
）	

83	

肝
炎

多
田 

博	

（
都
営
協・東
京
相
互
）	

67	

静
脈
瘤
破
裂

長
谷
川 

修
弘	

（
都
営
協・東
京
相
互
）	

63	

肝
硬
変

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
10
月

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

令和2年9月 3 0 0 3

地図 名称 概要 所在地 開始日

ザ・ゲートホテル両国 
by HULIC

東京の文化と歴史
が息づく穏やかな街、
両国に新たなホテル
が誕生。

墨田区横網1-2-13 令和2年11月

【 新 施 設 】

地理モニター報告�

令
和
２
年
11
月
30
日
更
新
者
の
皆
さ
ま
へ

期
限
更
新
申
請
書
提
出
後
の
道
交
法
違
反
等
報
告
の

徹
底
に
つ
い
て

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

　

期
限
更
新
申
請
の
際
に
添
付
し
た
運
転
記
録
証
明
書
の
証
明
期
間
以
降
、更
新

期
限
満
了
日
（
11
月
30
日
）ま
で
の
間
に
、新
た
な
道
路
交
通
法
の
違
反
等
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、宣
誓
書
に
基
づ
き
、行
政
当
局
に
対
し
て
直
ち
に
報
告
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
般
、令
和
２
年
11
月
30
日
付
期
限
更
新
者
に
つ
き
ま
し
て
、期
限
更
新
の
処
分

が
行
わ
れ
ま
す
が
、新
た
な
道
路
交
通
法
の
違
反
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、直
ち
に

報
告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

タクシーをねらった
 当たり屋被害 が増加中！

その場で通報を！
　今般、港区や千代田区、中央区等の都心部を中心に、自転車に
乗った男性による「当たり屋」行為が多数発生しているという
連絡がありました。タクシーの直近を強引に進行し、タクシー
が接触したなどと主張した上、警察に通報する等の法令で定め
られた手続きを経ることなく、乗務員に対して「誠意を示せ」等
とせまり、現場で現金の交付を求める手口です。
　相手方が現場での解決を求め、安易に現金を交付し、警察に
通報することなく現場を離れてしまうと、後日相手方が人身事
故としての捜査を求めた場合、救護義務違反（ひき逃げ）とな
り、運転免許取消処分を受ける恐れもあります。
　「当たり屋」か否かにかかわらず、交通事故と思われる事案が
発生した場合は、直ちにその場で110番通報を行い、警察の指示
に従うようお願いします。
　 「当たり屋」の被害にあった場合には、所属団体を通じてタク
シー防犯協力会への情報提供もお願いします。
　「当たり屋」被害は、泣き寝入りすると、一層被害が増加しま
す。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
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親
子
で
、
夫
婦
で
、
兄
弟
で
…
家
族
で
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
な
る
方
は
意
外
と
多
い
も
の
で
す
。
今
回
は
親
子

３
代
で
個
人
タ
ク
シ
ー
と
な
っ
た
野
田
さ
ん
か
ら
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

 

● 

祖
父
、
父
、
私
と
続
い
た
個
タ
ク
の
系
譜

　

祖
父
の
野
田
茂
は
昭
和
３
年
生
ま
れ
。
元
々
は
福
岡
県
で
会

社
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
社
を
辞
め
て
昭
和
37
年
に
上
京
、

昭
和
50
年
に
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
な
り
、
東
個
協
・
足
立

第
二
支
部
に
入
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
か
ら
見
た
祖
父
は
、
口
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
頭
の
良
い

人
で
、
何
で
も
答
え
て
く
れ
る
生
き
字
引
き
の
よ
う
な
人
で
し

た
。
89
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
酒
は
飲
ま
ず
、
ボ
ケ
る
こ
と
も
な

く
趣
味
の
麻
雀
を
楽
し
む
姿
は
、
最
期
ま
で
尊
敬
す
る
祖
父
で

し
た
。

　

父
の
野
田
豊
は
昭
和
26
年
生
ま
れ
。
父
は
祖
父
と
は
真
逆
な

感
じ
の
人
（
笑
）で
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
自
由
奔
放
な
人
で
す
。
若

い
頃
に
は
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
て
、
気
ま
ま
な
性
格
も
あ
り
、
生

活
も
母
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
つ
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

　

仕
事
は
、
元
々
鉄
骨
業
を
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
建
築

業
界
が
厳
し
く
な
っ
た
時
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
し
ま
っ
た

た
め
、新
し
い
仕
事
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
時
に
色
々

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
中
で
、
祖
父
か
ら
の
「
タ
ク
シ
ー
を

や
っ
た
ら
ど
う
だ
」と
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
職
人
で
あ
っ
た
の
で
、
タ
ク
シ
ー
を
や
り
な
が
ら
空
い
た

時
間
に
好
き
な
仕
事
（
溶
接
等
）を
す
る
、
兼
業
の
時
期
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
最
終
的
に
平
成
22
年
に
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業

者
と
な
り
、
都
営
協
・
朋
友
支
部
に
入
り
ま
し
た
。

　

好
き
な
鉄
骨
業
に
戻
る
こ
と
な
く
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
祖
父
の
存
在
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

職
人
と
し
て
の
腕
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
人
生
と
し
て
考
え
た
時

に
、
個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
や
り
き
っ
た
祖
父
の
背
中
を
見
て

決
め
た
よ
う
で
す
。

　 

●
選
択
肢
に
な
か
っ
た
個
タ
ク
と
い
う
職
業

　

３
代
目
と
な
る
私
は
、
昭
和
49
年
生
ま
れ
。
性
格
は
、
自
分
で

言
う
の
も
お
か
し
い
で
す
が
、
真
面
目
な
タ
イ
プ
で
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
祖
父
に
似
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
皆
か
ら
「
本

当
に
豊
さ
ん
（
父
）の
子
供
な
の
？
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す(

笑)

。

　

祖
父
も
父
も
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
だ
か
ら
、
自
然
と
個
人

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
自
分
と
し

て
は
、
タ
ク
シ
ー
を
や
る
つ
も
り
は
一
切
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

も
と
も
と
運
送
会
社
で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
は
荷
下
ろ
し
な
ど
重
労
働
で
、
歳

を
取
っ
た
時
に
厳
し
い
面
が
あ
る
と
思
い
、
悩
ん
で
父
に
相
談

し
た
時
に
、「
タ
ク
シ
ー
を
や
っ
た
ら
ど
う
だ
」と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
な
決
断

は
、
や
は
り
祖
父
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
法
人
会

社
の
面
接
の
時
に
は
既
に
「
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
る
た
め
」と
宣

言
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
24
年
、
父
親
と
同
じ
都
営
協
・

朋
友
支
部
に
入
り
ま
し
た
。

　

仕
事
の
上
で
の
祖
父
と
父
と
の
思
い
出
は
、
夜
の
銀
座
で
祖

父
と
偶
然
付
け
待
ち
で
会
い
、
思
わ
ず
「
お
ー
い
！
」と
声
を
か

け
あ
っ
た
こ
と
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
し
、
父
と
は
、
私
が
タ
ク
シ
ー
を
始
め
た
頃
、
仕
事
の
や
り
方

も
分
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
た
時
に
色
々
と
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
仕
事
中
に
ラ
ー
メ
ン
を
一
緒
に
食
べ
た
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

 

●
個
人
タ
ク
シ
ー
の
魅
力

　

祖
父
、
父
、
私
と
個
人
タ
ク
シ
ー
を
選
ん
だ
時
代
や
き
っ
か

け
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
々
に
仕
事
と
し
て
の
魅
力
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
て

思
う
の
は
、
上
手
く
い
く
も
、
い
か
な
い
も
、「
す
べ
て
自
分
」次

第
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
厳
し
い
面
だ
け
で
な
く
、
家
族

と
の
時
間
や
自
分
の
た
め
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
部
分
で
も
、「
す
べ
て
自
分
」で
バ
ラ
ン
ス
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
含
め
て
大
変
な
時
代
で
す
が
、
ど
の
業
界
に
い
て
も
厳
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
選
ん
だ
個
人
タ
ク
シ
ー
と
い
う
道
を
突

き
進
む
と
い
う
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

努
力
次
第
で
結
果
を
出
せ
る
の
が
個
人
タ
ク
シ
ー

　

自
分
は
そ
う
い
う
覚
悟
で
こ
れ
か
ら
も
個
人
タ
ク
シ
ー
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「覚悟をもって、これからも個人タクシー」と話す野田武市さん

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
千
差
万
別
。

そ
れ
ぞ
れ
の
き
っ
か
け
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

個
タ
ク
と
私 

●
●
●
●
●

 

も
の
が
た
り

野
田 

武
市（
の
だ 

た
け
い
ち
）さ
ん

都
営
協
・
朋
友
支
部

　昭
和
49
年
生

好
き
な
言
葉
は  

「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
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